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Abstract

	 The avifauna of the Yaeyama Islands in southernmost part of Japan has received attention for over half 

century in biogeography and phylogeography primarily related to the species composition including various 

endemic subspecies. However, there is a lack of detail information on the avifauna of each island of the 

Yaeyama Islands. In this study we compared with species compositions recoded by bird banding (total 

2908 individuals in 82 species from 1978 to 2018) and bird census (total 100 species from 2019 to 2020) on 

Iriomote Island, which is the largest in the Yaeyama Islands. Total 128 bird species in 43 families, 15 orders 

were recorded by both field surveys. Majority of species in Phylloscopidae and Emberizidae, which would 

often escape observation of bird census due to their skulking activity in forests and grassland, were only 

recorded by bird banding. On the other hand, majority of water birds in Anatidae, Ardeidae, Charadriidae, 

and Scolopacidae were only recorded by bird census. Intensive bird banding during both migration and 

wintering periods will be important for future studies regarding conservation of migratory birds. In addition, 

elucidation of reproductive biology of resident breeders such as Varied Tits Poecile varius olivaceus, 

Japanese Tits Parus minor nigriloris, Brown-eared Bulbul Hypsipetes amaurotis stejnegeri, Japanese white-

eye Zosterops japonicus loochooensis, and Narcissus Flycatcher Ficedula narcissina owstoni is also highly 

desired to conserve the endemic subspecies.
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１．はじめに

　琉球列島の島々は九州南端から台湾北部にかけて弧

状に連なっており，その最南端に位置する八重山諸島

は区系生物地理学上で東洋区の北部に位置するとみ

なされ，南方系の動物が多く分布することが古くか

ら注目されてきた 1，2，3，4）．八重山諸島の中で最大の

面積をもつ西表島（面積 289㎞2）では，琉球列島の

中で最大の沖縄島（面積 1206㎞2）に次いで多くの繁

殖鳥類が記録されている 5）．日本鳥類目録改訂第７版

では，西表島において繁殖している種（括弧内は西表

島の繁殖個体群の亜種和名）としてカラスバト（ヨ

ナ グ ニ カ ラ ス バ ト ）Columba janthina stejnegeri，
キ ジ バ ト（ リ ュ ウ キ ュ ウ キ ジ バ ト ）Streptopelia 
orientalis stimpsoni，キンバト Chalcophaps indica 
yamashinai，ズアカアオバト（チュウダイズアカ

ア オ バ ト ）Treron formosae medioximus， リ ュ ウ

キュウヨシゴイ Ixobrychus cinnamomeus，ズグロ

ミ ゾ ゴ イ Gorsachius melanolophus， ム ラ サ キ サ

ギ Ardea purpurea manilensis， ク ロ サ ギ Egretta 
sacra sacra， オ オ ク イ ナ Rallina eurizonoides 
sepiaria，シロハラクイナ Amaurornis phoenicurus 
phoenicurus， バ ン Gallinula chloropus chloropus，

コ チ ド リ Charadrius dubius curonicus， シ ロ

チ ド リ Charadrius alexandrinus dealbatus， ミ

フ ウ ズ ラ Turnix suscitator okinavensis， ツ バ

メ チ ド リ Glareola maldivarum， ベ ニ ア ジ サ

シ Sterna dougallii bangsi， エ リ グ ロ ア ジ サ シ

Sterna sumatrana，カンムリワシ Spilornis cheela 
perplexus， ツ ミ（ リ ュ ウ キ ュ ウ ツ ミ ）Accipiter 
gularis iwasakii，オオコノハズク（リュウキュウ

オオコノハズク）Otus lempiji pryeri，リュウキュ

ウ コ ノ ハ ズ ク Otus elegans elegans， ア オ バ ズ ク

（リュウキュウアオバズク）Ninox scutulata totogo，

アカショウビン（リュウキュウアカショウビン）

Halcyon coromanda bangsi，カワセミ Alcedo atthis 
bengalensis，コゲラ（オリイコゲラ）Dendrocopos 
kizuki orii，サンショウクイ（リュウキュウサンショ

ウクイ）Pericrocotus divaricatus tegimae，サンコウ

チョウ（リュウキュウサンコウチョウ）Terpsiphone 
atrocaudata illex，ハシブトガラス（オサハシブトガ

ラス）Corvus macrorhynchos osai，ヤマガラ（オリ

イヤマガラ）Poecile varius olivaceus，シジュウカ

ラ（イシガキシジュウカラ）Parus minor nigriloris，

リュウキュウツバメ Hirundo tahitica namiyei，シロ

ガシラ Pycnonotus sinensis sinensis，ヒヨドリ（イ

シガキヒヨドリ）Hypsipetes amaurotis stejnegeri，
メジロ（リュウキュウメジロ）Zosterops japonicus 
loochooensis，セッカ Cisticola juncidis brunniceps，

ト ラ ツ グ ミ（ コ ト ラ ツ グ ミ ）Zoothera dauma 
iriomotensis， イ ソ ヒ ヨ ド リ Monticola solitarius 
philippensis， キ ビ タ キ（ リ ュ ウ キ ュ ウ キ ビ タ

キ ）Ficedula narcissina owstoni， ス ズ メ Passer 
montanus saturatus の計 39 種が記載されている 6）．

　西表島に生息するこれらの繁殖鳥類の中には，西

表島にのみに分布するとされているオリイコゲラ D. 
k. orii，西表島と石垣島於茂登岳周辺だけに分布す

るオリイヤマガラ P. v. olivaceus，西表島と石垣島

のみに分布するカンムリワシの亜種 S. c. perplexus
とイシガキシジュウカラ P. m. nigriloris，西表島・

石垣島・与那国島の３島のみに分布するリュウキュ

ウツミ A. g. iwasakii，八重山諸島のみに分布する

オサハシブトガラス C. m. osai とイシガキヒヨド

リ H. a. stejnegeri， 先 島 諸 島 の み に 分 布 す る ヨ ナ

グ ニ カ ラ ス バ ト C. j. stejnegeri， キ ン バ ト の 亜 種

C. i. yamashinai，チュウダイズアカアオバト T. f. 
medioximus，オオクイナの亜種 R. e. sepiaria，琉球

列島の島々（その周辺地域を含む種もいる）に繁殖分

布が限られるリュウキュウキジバト S. o. stimpsoni，
ミフウズラの亜種 T. s. okinavensis，リュウキュウオ

オコノハズク O. l. pryeri，リュウキュウコノハズク

の亜種 O. e. elegams，リュウキュウアオバズク N. s. 
totogo，リュウキュウアカショウビン H. c. bangsi，
リュウキュウサンショウクイ P. d. tegimae，リュウ

キュウサンコウチョウ T. a. illex，リュウキュウメジ

ロ Z. j. loochooensis，リュウキュウツバメの亜種 H. t. 
namiyei，リュウキュウキビタキ F. n. owstoni といっ

た局所的に分布する固有亜種が多数生息している 6）．

またズグロミゾゴイとムラサキサギは国外にも分布す

るが，国内の繁殖分布がズグロミゾゴイは八重山諸島

のみ，ムラサキサギは先島諸島のみに限られている
6）．西表島で留鳥として繁殖するとされているコトラ

ツグミ Z. d.  iriomotensis は，西表島祖納で 1984 年

１月 14 日に得られた個体の記録以降は確実な観察例

は報告されていない 7）．尚，八重山諸島にはシロガシ
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ラの亜種 P. s. sinensis が自然分布しており，沖縄島

で留鳥として繁殖するする亜種不明のシロガシラ P. 
s. ssp. は移入分布の可能性があることが指摘されてい

る 6）．

　西表島は山地の常緑広葉樹林から海岸線に発達する

マングローブ林とその外側に広がる干潟まで多様な環

境構造をもち，上述の固有亜種の主要な生息地となっ

ていることに加え，渡り鳥の重要な中継地点になっ

ている 8）．しかしこれまでに西表島で継続的に実施さ

れた鳥類調査は，西部の湿地環境に生息する水鳥類
8）の報告を除いてほとんど公開されておらず，鳥類相

を短期間で調べた報告例が多い 9，10）．そこで本研究で

は，鳥類相に関する情報が不足している八重山諸島の

西表島において，これまでに環境省委託業務として実

施された鳥類標識調査の長期間にわたる捕獲記録を整

理することで，これまで報告されていなかった西表島

の鳥類相に関する新たな知見を公開することを目的と

した．また主にカスミ網等を用いた捕獲を伴う鳥類標

識調査の記録と 2019～2020 年に環境省の鳥類生息状

況等モニタリングで実施されたラインセンサス及びス

ポットセンサスで得られた鳥類の観察記録を比較し

て，各々の調査手法で記録されやすい種と記録されに

くい種についても考察した．

２．方　法

２－１．調査地の概要

　日本列島の最南端に位置する八重山諸島で最大の面

積を持つ西表島（289㎞2，沖縄県八重山郡竹富町）は，

北緯 24°17’，東経 123°51’に位置しており，1981

～2010 年の平年値は年間降水量が 2304.9㎜，年平均

気温は 23.7℃で，湿潤な亜熱帯海洋性気候に属す 11）．

海岸部はサンゴ礁で囲まれる．河口の汽水域にはオヒ

ルギとヤエヤマヒルギを中心としてメヒルギ，ヒルギ

モドキ，マヤプシキ，ヒルギダマシ，ニッパヤシの７

種から構成されるマングローブ林が生育し，それより

海側には干潟が形成される 12）．マングローブ林から

海岸林へ移行地帯にはサキシマスオウノキ，オオハマ

ボウ，サガリバナなどが出現する．マングローブ林お

よび海浜砂地荒原（グンバイヒルガオ，クサトベラ，

ハマオモト，モンパノキなどが主な植生）の後背地に

発達する海岸林はテリハボク，モモタマナ，アダンな

どから構成される 12）．平地ではガジュマル，アコウ，

ハマイヌビワ，ギランイヌビワなどが主要な樹種とな

り，山地ではスダジイ，オキナワウラジロガシ，イス

ノキ，タブノキが多く出現する常緑広葉樹林が分布す

る 12）．

　西表島が属す八重山諸島には石垣島，与那国島，波

照間島とその周辺島嶼が含まれている．また本稿では，

先島諸島は八重山諸島，宮古諸島を含む区分，琉球諸

島は沖縄諸島と先島諸島を含む区分とした 6）． 

２－２．鳥類相の記録

　沖縄県八重山郡竹富町に属する西表島において，こ

れまでに実施された環境省鳥類標識調査委託業務の標

識放鳥記録と，環境省西表石垣国立公園（西表地区）

鳥類生息状況等モニタリング法検討業務で実施された

ラインセンサス及びスポットセンサスの記録を用い

た．

　今回使用した標識調査の放鳥記録は，1975 年から

2018 年までの 44 年間に西表島の 21 地点（古見・美原，

高那，崎山，船浦中学校，上原タカピシ，上原山，ウ

タタル・祖納，フカンタ，浦内川，クイラ川，赤離島，

船浮，鳩離島，網取，網取湾ユシキ離，野原崎，白浜，

軍艦岩（網取サバ崎），船浦漁港，大富・大原，風見仲・

南風見）で 17 名の鳥類標識者（バンダー）によって

得られたものである．赤離島，鳩離島，軍艦岩，網取

湾ユシキ離は西表島の海岸線に近接する岩礁で，赤離

島は西表島北東部の海岸線から 10～20m に位置する

２つの小島（面積約 1ha），鳩離島は西表島の北北東

約 1.2㎞の海上にある３つの小島（面積約１ha），軍

艦岩は西表島の西部の海岸線から約 150m に位置する

小島（面積約 0.6ha），網取湾ユシキ離は西表島の西

部の海岸線から約 130m に位置する２つの小島（面積

約 0.6ha）である．またクイラ川の調査地点は船浮湾

に流れ込む河口部に形成されたアジサシ類の小規模の

営巣地である． 

　標識調査の放鳥記録と比較するために，2019 年５

月～2020 年２月に環境省鳥類生息状況等モニタリン

グ法検討業務の一環として実施された６地点合計 33

回のラインセンサス（白浜林道， 稲葉林道，県道ユツ

ン～ヨシケラ，相良，大正池～亜熱帯展示林，西表島

横断道）と 12 地点合計 93 回のスポットセンサス（ミ

ダラ，タカラ，フカンタ，ウタラ，住吉牧場，ホネラ， 

ヨナラ，ウラタバル， 仲間川河口干潟，オオホラダ，
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大富展望台，大富林道東屋）で記録された鳥類の出現

種を集計した．

　尚，西表島を含む琉球列島に生息するリュウキュウ

コノハズクは，日本鳥類目録改訂第５版 13）（1974）で

はコノハズクの亜種（Otus scops elegans）とみなさ

れていたが，その後に出版された日本鳥類目録改訂第

６版 14）（2000）と日本鳥類目録改訂第７版 6）（2012）

では独立種リュウキュウコノハズクの亜種（Otus 
elegans elegans） と 分 類 さ れ た． こ の た め 1975～

1998 年のコノハズク（Otus scops）の標識記録はリュ

ウキュウコノハズク（Otus elegans）として集計した．

２－３．各種鳥類の生息区分

　西表島における各種鳥類の生息区分を日本鳥類目録

改訂第７版 6）に従って，留鳥として一年中生息してい

る種（resident breeder，以下 RB），夏鳥として飛来し

て繁殖する種（migrant breeder，以下 MB），不定期に

繁殖する種（casual breeder，以下 CB），越冬期に飛来

して冬鳥として滞在する種（winter visitor，以下 WV），

渡り時期に一時的に滞在して通過する種（passage 

visitor，以下 PV），不定期に飛来する種（irregular 

visitor，以下 IV），偶発的に飛来する種（accidental 

visitor，以下 AV）に分類した（Appendix 1）．

３．結　果

　西表島において標識調査では 13 目 36 科 82 種 2908

個体，ラインセンサス及びスポットセンサス（以下，

センサス）では 12 目 36 科 100 種が記録され，これら

を合わせると 15 目 43 科 128 種であった（Appendix 1）．

このうち標識調査のみで記録された種数は 18 科 28 種，

センサスのみの記録は 18 科 46 種，両方の調査で記

録された種は 27 科 54 種であった（Appendix 1）．ま

た，外来種はドバト Columba livia １種のみであった．

標識調査よりセンサスで記録された鳥類の出現種数の

方が多かったが，標識調査のみでしか記録されなかっ

た種は全体の 21.9%（28/128）を占めていた．

　科ごとに標識調査のみ，センサスのみ，両方の調査

で記録された種の割合を Fig. 1 に示した．標識調査の

みで記録される種の割合が高いのは，ミズナギドリ科，

ムシクイ科，ホオジロ科鳥類だった．一方，センサス

のみで記録される種の割合が高かった鳥類はカモ科，

チドリ科，シギ科，サギ科，セキレイ科鳥類だった．

　標識調査とセンサスで記録された各種の西表島に

おける生息区分を Appendix 1 に示した．両調査で記

録されたドバトを除く全 127 種のうち，繁殖種（RB，

MB, CB）は 29.1％（37 種），越冬もしくは渡りの時

期に通過をする種（WV, PV）は 59.1％（75 種），不

規則もしくは偶発に飛来する種（IV, AV）は 9.4％（12

種），不明な種は 2.4％（３種）であった．

　西表島において主に陸生鳥類と岩礁で繁殖する一部

の海鳥類を対象に実施された標識調査で 1975 年から

2018 年までに記録された鳥類の積算種数を Fig. 2 に

示した．調査が開始された 1975 から 1984 年までの積

算種数は 18 種から 48 種まで急増し，その後 1985 年
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Fig. 1　Proportion of bird species recorded in both bird 

banding from 1975 to 2018 and bird census from 2019 to 2020 
(white), in only the bird banding (black), and in only the bird 
census (gray) to all the species in each family. Here n indicates 
total number of species in each family. 
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から 2003 年の種数 79 種までは緩やかに増加，そして

2004 年以降は 2018 年に 82 種に到するまでほぼ横ば

い傾向だった（Fig. 2）．

　岩礁からなる小島ではキジバト，ベニアジサシ，エ

リグロアジサシの３種が標識されていた．岩礁からな

る小島の各調査地点で標識されたこれら３種の個体数

を以下に示す．キジバトは鳩離島では６個体（1975～

1977 年，７～８月）であった．ベニアジサシは軍艦

岩では 47 個体（1988～1989 年，2001 年，７～８月），

網取湾ユシキ離では３個体（2001 年８月）であった．

またクイラ川河口では２個体（2000～2001 年，８～

９月）が標識されていた．エリグロアジサシは赤離島

では３個体（1982 年７月），鳩離島では 19 個体（1975

～1977 年，７～８月），軍艦岩では 367 個体（1982～

1984 年，1988～1990 年，2000～2001 年，７～９月），

網取湾ユシキ離では 31 個体（1982～1984 年，1988～

1990 年，2000～2001 年，７～９月）であった．また

クイラ川河口ではエリグロアジサシ 16 個体（2000～

2001 年，８月），船浦漁港では 74 個体（1982～1983 年，

７～８月）が標識されていた．捕獲されたベニアジサ

シは全て雛であり，エリグロアジサシはユシキ離で記

録された成鳥１個体を除く全てが雛であった．

　標識調査もしくはセンサスで亜種名が記録されてい

た５種の中で，キジバト，サンショウクイ，ヒヨドリ，

キビタキの４種は西表島で留鳥として繁殖する亜種の

記載であった．リュウキュウキジバトは標識調査によ

り船浦中学校で 2018 年５月に１個体，リュウキュウ

サンショウクイはセンサスによりウラタバルで 2020

年２月に４個体，イシガキヒヨドリは標識調査により

船浦中学校で 2018 年５月に３個体が記録されていた．

リュウキュウキビタキは標識調査により船浦中学校で

2018 年５月に２個体，センサスではミダラ，タカラ，

ウタラ，ウラタバル，オオホラダ，大富林道東屋，白

浜林道，稲葉林道，県道ユツン～ヨシケラ，大正池～

亜熱帯展示林，西表島横断道で記録された．また冬鳥

として琉球列島に飛来するツグミの亜種ハチジョウツ

グミ Turdus naumanni naumanni がセンサスによ

りオオホラダで 2020 年２月に１個体が記録されてい

た．

　西表島の繁殖鳥類 39 種 6）のうち，今回扱った標

識調査とセンサスで 37 種が記録されたが，ヨナグニ

カラスバトとオオコノハズクは記録されていなかっ

た．記録された 37 種では，標識調査のみの記録は５

種（ベニアジサシ，エリグロアジサシ，ツミ，アオバ
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Fig. 2　The accumulated number of bird species banded from 1975 to 2018 on the Iriomote Island. The total number of individuals 

and bird species in each year, being shown in parentheses.
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ズク，トラツグミ），センサスのみの記録は５種（ク

ロサギ，コチドリ，ツバメチドリ，コゲラ，スズメ）

で，それ以外の 27 種は両方の調査で記録されていた

（Appendix 1）．今回記録された西表島における繁殖

鳥類 37 種の生息区分の内訳は，留鳥（RB）が 31 種

（83.8％），夏鳥（MB）が５種（13.5％），不定期に繁

殖する種（CB）はコチドリ１種（2.7％）であった

（Appendix 1）．西表島に夏鳥として飛来して繁殖す

る種は，ツバメチドリ，ベニアジサシ，エリグロアジ

サシ，アカショウビン，サンコウチョウの５種で，こ

のうち標識調査ではアカショウビンは４～10 月，サ

ンコウチョウは４～９月に標識放鳥記録があり，同様

の月にセンサスでも記録されていた．ベニアジサシと

エリグロアジサシは 1975～2001 年の７～９月に標識

調査のみで記録されており，ツバメチドリは 2019 年

８月にセンサスのみで確認されていた．

　キジバト，ベニアジサシ，エリグロアジサシ，リュ

ウキュウコノハズク，アカショウビンの５種では西表

島における確実な繁殖記録となる雛の標識放鳥記録が

あった．キジバトは鳩離島で 1976 年７月１日に１個

体，1977 年７月２日に３個体の計４個体が記録され

ていた．リュウキュウコノハズクはウタタル・祖納

で 1998 年６月 25 日に１個体が記録されていた．アカ

ショウビンは古見・美原で 1990 年７月６日に１個体，

ウタタル・祖納で 2009 年 7 月 8 日に 1 個体，船浮で

2001 年７月１日に３個体の計５個体が記録されてい

た．前述のとおりエリグロアジサシは記録されていた

510 個体のうち 509 個体が雛であり，ベニアジサシは

記録されていた 52 個体全てが雛であった．

　西表島の繁殖種を対象に，標識調査で幼鳥が標識放

鳥された時期をまとめた（Table 1）．留鳥（RB）19

種と夏鳥（MB）２種で幼鳥の標識放鳥記録があった．

留鳥として生息するスズメ目鳥類の多くの種は１年を

通して春季から夏季だけでなく秋季や冬季にも多数の

幼鳥が記録されていた．夏鳥として飛来するアカショ

ウビンとサンコウチョウは６月～10 月にかけて幼鳥

の記録があった．アカショウビンは成鳥が４月～10

月，幼鳥は６月～10 月に記録されており，サンコウ

チョウは成鳥が４月～７月，幼鳥が７月～９月に記録

されていた．

４．考　察

　西表島において 1975 年から 2018 年までに実施され

た標識調査と 2019 年から 2020 年にかけて行われたラ

インセンサス及びスポットセンサスで記録された出現

種を比較すると，標識調査よりセンサスで記録された

種数が多かったが，標識調査のみで記録された種も少

なくなかった（Appendix 1）．これらの鳥類を科ごと

に標識調査のみ，センサスのみ，両方の調査で記録さ

れた種で集計すると，渡りの時期に一時的に西表島に

滞在して林内や草地などで主に活動するために観察で

の識別が比較的難しいムシクイ科やホオジロ科鳥類は

標識調査のみで記録される割合が高かった（Fig. 1）．

一方，水辺で活動するカモ科，チドリ科，シギ科，サ

ギ科，セキレイ科の鳥類はセンサスのみで記録される

割合が高かった．このことから，各種鳥類の生態や調

査を実施した環境によって，標識調査とセンサスで記

録された種構成に違いがみられたと考えられた． 

　標識調査とセンサスで記録されたドバトを除く全

127 種の西表島における生息区分を繁殖種，越冬もし

くは渡りの時期に通過をする種，不規則もしくは偶発

的に飛来する種の３つのグループに大別すると，西表

島で記録される鳥類は越冬もしくは渡りの時期に通過

をする種が最も高い割合を示すことがわかった．こ

れらの種の中には，環境省のレッドリストで絶滅危

Table 1　The number of juveniles in each bird species banded 
on Iriomote Island from 1975 to 2018. The value in each 
parenthesis indicates the number of adults banded in the focal 
month. Gray parts indicate the months when juveniles were 
recorded. 



－ 25 －

西表島における鳥類標識調査（1975-2018）および鳥類生息状況等モニタリング（2019-2020）で記録された鳥類相

惧Ⅱ類に選定されているアカヒゲ Luscinia komadori 
komadori も含まれており，本種の保全のためには越

冬地になっている西表島での生態の解明が不可欠とさ

れている 15）．アカヒゲは標識調査では１月に３個体

と 10 月に１個体，センサスでも確認されており，今

回示した記録からも西表島で越冬していることが示唆

された．オオグンカンドリ，オオミズナギドリ，コサ

メビタキの３種は日本鳥類目録改訂第７版 6）で西表

島における生息区分について記載がなかった．オオグ

ンカンドリは 1987 年 10 月 26 日に上原で保護された

幼鳥１個体，オオミズナギドリは 1986 年 11 月７日に

おそらく保護された１個体が標識放鳥されていた（山

階鳥類研究所，私信）．コサメビタキは沖縄島，粟国

島，渡嘉敷島，宮古島，石垣島，与那国島では渡り時

期に一時的に滞在して通過する種（PV）とされてお

り 6），西表島では秋の渡り時期である 1999 年９月 28

日に室内迷入によって保護された幼鳥１個体の標識記

録があった（山階鳥類研究所，私信）．

　1975～2018 年までの標識調査の積算種数は，2003

～2018 年にほぼ横ばい傾向となっていた（Fig. 2）．

ただし，2003 年以降に年間 20 種以上が標識放鳥され

た年がなかったこと，これまでに標識調査が主に陸

棲鳥類を対象に実施されており，センサスでは標識

調査で記録されなかった水辺に生息する種が多数記

録されたことから，標識調査の捕獲努力量を上げる

ことや，より多様な環境および時期に標識調査を実

施することで，今後も西表島で標識放鳥される鳥類

の種数は増加することが期待できる．また近年，西

表島で初記録となって日本鳥類目録改訂第７版 6）に

追 加 さ れ た 鳥 類 16） と し て，1987 年 ５ 月 27 日 に 雌

成鳥１羽が観察されたレンジャクノジコ Emberiza 
lathami 17，18），2002 年 ９ 月 ４ 日 に 観 察 さ れ た カ タ

グ ロ ト ビ Elanus caeruleus hypoleucus 19），2003 年

12 月 31 日に落鳥した１羽と 2004 年２月 12 日と 14

日に観察された１羽について報告されたバンケン

Centropus bengalensis lignator 20），2004 年 ８ 月 26

日に１羽の落鳥個体が発見されたクロアゴヒメアオバ

ト Ptilinopus leclancheri taiwanus 21），2009 年 ３ 月

に記録されたハクセキレイの亜種であるメンガタハク

セキレイ Motacilla alba personata 16）などが挙げら

れる．八重山諸島の島々には本来の渡りルートから大

きく外れて迷鳥が偶発的に飛来することも多く，継続

的な鳥類相調査がほとんど実施されていない西表島で

は鳥類センサスや偶発的な観察記録から今後も初記録

となる鳥類種（亜種）は増加すると考えられる．さら

に陸棲鳥類についても，渡り時期や越冬期に重点的な

標識調査を実施することで，渡り性鳥類にとっての渡

りの中継地点や越冬地としての西表島の重要性を解明

する必要がある．

　標識調査もしくはセンサスの記録に亜種名までの記

載があった種はキジバト，サンショウクイ，ヒヨドリ，

ツグミ，キビタキの５種のみであった．今回の標識調

査とセンサスで記録された繁殖種の中には，留鳥とし

て西表島に生息して繁殖する亜種とは別亜種が，他地

域から渡り時期や越冬期に飛来する可能性が高い種も

含まれている（表１）．特にキジバト，ツミ，アオバ

ズク，サンショウクイ，ヒヨドリ，トラツグミ，イソ

ヒヨドリ，キビタキの８種については，渡り時期や越

冬期における亜種の識別と詳細な亜種名を記録するこ

とによって，西表島で繁殖する種の中で，他地域から

飛来する別亜種の生息状況を把握することも重要にな

る．また日本鳥類目録改訂第７版 6）によると，ヒク

イナの亜種ヒクイナ Porzana fusca erythrothorax は

西表島に不定期に飛来する種に区分されるが，石垣島

を含む琉球諸島に留鳥として生息する亜種リュウキュ

ウヒクイナ P. f. phaeopyga は西表島における分布の

記載がない（Appendix 1）．このため，西表島におけ

るヒクイナの亜種の記録も今後重要となる．

　尚，ノドグロツグミの亜種ノドアカツグミ Turdus 
ruficollis ruficollis は，北海道から沖縄県までの全国

各地で偶発的に記録されており，西表島でも 2003 年

１月に記録されている 6）．ノドグロツグミは今回報告

した環境省の鳥類生息状況等モニタリングで記録され

たツグミの亜種ハチジョウツグミ Turdus naumanni 
naumanni との識別に注意が必要である 22）．過去に

北海道で記録されたノドグロツグミ（亜種ノドアカツ

グツグミ）の記録 23）が，後にツグミ（亜種ハチジョ

ウツグミ）と判定されたこともあることから，今後は

各地の両者の記録を学術報告として識別点を明確にし

て公表することが望まれている 16）．

　西表島の繁殖鳥類 39 種のうち，今回扱った標識調

査とセンサスで 37 種が記録され，カラスバトとオオ

コノハズクが記録されていなかった．雛の標識放鳥記

録により確実な繁殖記録を得ることができた種はキジ
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バト，ベニアジサシ，エリグロアジサシ，リュウキュ

ウコノハズク，アカショウビンであった．また夏鳥の

アカショウビンとサンコウチョウは成鳥が４月から

記録され，雛もしくは幼鳥は６月以降に出現したこと

から，この結果はおおよその繁殖時期を示していると

考えられた（Table 1）．一方でスズメ目の留鳥の多く

は，１年を通して幼鳥の捕獲記録があった．幼鳥の標

識放鳥記録については，巣立ち直後の全身が幼羽で覆

われた幼鳥が記録された場合には巣立ち時期の推定

も可能だが，幼羽後換羽の後に部分的に幼羽が残る個

体も標識調査では一般的に幼鳥として放鳥される場

合が多いことから，今回は留鳥について各種の幼鳥の

出現時期から繁殖時期を推測することはできなかっ

た．西表島に留鳥として生息するオリイヤマガラ，イ

シガキシジュウカラ，イシガキヒヨドリ，リュウキュ

ウメジロ，リュウキュウキビタキは主に亜熱帯に分布

する亜種で（尚，リュウキュウキビタキは暖温帯下部

に位置する屋久島，種子島，トカラ列島でも夏鳥とし

て繁殖する 6）），日本列島を含む東アジアの温帯域に

分布する同種の別亜種と比べて繁殖期が長い可能性

もあるため，これらの亜種の詳細な繁殖生態の解明が

望まれる．

　今回扱った標識調査とセンサスで記録がなかった

ヨナグニカラスバトとリュウキュウオオコノハズク

は西表島における繁殖個体数が非常に少ないと考え

られている 7）．ヨナグニカラスバトは宮古島，多良間

島，石垣島，西表島，与那国島に留鳥として生息する 6）．

宮古島では生息個体数が多いが，石垣島と西表島では

生息個体が極めて少ないと考えられており，生態も十

分に解明されていないため，今後の詳細な調査が必要

だと指摘されている 7）．リュウキュウオオコノハズク

は沖縄島，阿嘉島，屋我地島，石垣島，西表島に留

鳥として生息する 6）．伊藤（2018）が 2004 年に沖縄

島，2006～2007 年にかけて阿嘉島，屋我地島，石垣

島，西表島で実施したプレイバック法を用いた本種の

分布状況調査では，沖縄島のみで生息が確認され，西

表島を含むそれ以外の島では生息が確認できなかっ

た 24）．このことからリュウキュウオオコノハズクは

沖縄島と比べて西表島や石垣島ではかなり数が少な

いか，プレイバック調査を実施できなかった山奥に分

布している可能性が指摘されており，本種がよく鳴く

10～12 月に全島的な調査を実施することが今後の課

題として挙げられている 24）．西表島で森林性鳥類の

生息状況や基礎生態を解明するためには，標識調査や

センサスとあわせて，今後は IC レコーダーを用いた

鳴き声の録音やセンサーカメラによる採餌行動や繁

殖行動に関する記録を集めることも重要である．

　西表島で繁殖すると考えられている鳥類の中には，

ツバメチドリ，シロチドリ，コチドリのように繁殖記

録が不足している種もいる．ツバメチドリは本州，四

国，九州，伊豆諸島，南西諸島に旅鳥として飛来し，

埋立地や休耕地などの開けた環境で局所的に繁殖し

ており，沖縄県内では沖縄島，伊江島，久米島，津堅島，

伊計島，宮古島，多良間島，石垣島などで繁殖記録が

ある 6）．西表島で夏鳥 6）とされるツバメチドリは，今

回扱ったデータでは鳥類センサスのみで記録された．

水谷ら（2010）が西表島西部の湿地環境において水鳥

類の個体数変化や生息場所を経年的に追跡した調査

では，ツバメチドリは４～５月と９～10 月に１～５

羽が記録されており，西表島西部では稀な旅鳥と区分

されている 8）．このため西表島全域での生息や繁殖状

況を明らかにする必要がある．西表島を含む琉球諸島

に留鳥として生息するとされるシロチドリ 6）は，沖

縄県内では海岸砂地や埋立地などの荒地で少数が繁

殖しており，冬期には他地域から加入があるため個体

数が増加する 7）．水谷ら（2010）によると，シロチド

リは西表島西部で船浦湾奥と浦内川の河口干潟で主

に 10～３月に観察され，特に１～２月に個体数がピー

クになり，５～９月にはみられないことから越冬期に

飛来する冬鳥と区分されている 8）．このためシロチド

リについては西表島における営巣環境や繁殖期の生

息状況を今後精査する必要がある．コチドリは日本鳥

類目録改訂第７版によると琉球諸島の多くの島々で

は冬鳥と区分され，西表島を含む複数の島嶼では不定

期に繁殖する種とされている 6）．一方で，レッドデー

タおきなわ 7）では，シロチドリが沖縄県で唯一繁殖

するチドリ類と記述されていることから，コチドリは

沖縄県内では繁殖していない種とみなされている．水

谷ら（2010）によると，コチドリは西表島西部で水田

や休耕田に生息し，８～10 月にかけて出現個体数が

最多となり，その後 11～12 月にかけて見られなくな

るため，主に秋の南下渡り期に飛来する旅鳥と考えら

れている 8）．コチドリが西表島で繁殖する環境や頻度

についても今後精査する必要がある．
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　最後に西表島の鳥類の特筆すべき点として，岩礁で

営巣するキジバトと 1960 年代以降に記録されたとい

われているスズメについて取り上げる．今回扱った鳥

類標識調査の記録でも，岩礁からなる小島でキジバト

の繁殖記録が得られた．先行研究によると，鳩離島で

はススキなどの草地やオオハマボウの茂みの地上付近

にリュウキュウキジバトが高密度に営巣していたとい

う興味深い記述もあった 9，10）．リュウキュウキジバト

は 1965 年８月に西表島の各地の集落，農耕地，林縁

部で個体数がかなり多く 9），1972 年６月の調査でも他

の陸鳥と比較してイシガキヒヨドリとリュウキュウキ

ジバトの個体数が圧倒的に多かったと報告された 10）．

スズメは 1960 年代まで西表島で観察例が報告されて

いなかったようで，1965 年８月に祖内で３羽記録され

た時には，他の場所では記録されなかった 9）．今後は

過去の調査で島内に優占していた種やほとんど生息し

ていなかった種の動態を追跡することも重要である． 

 

５．まとめ

　西表島で 1975～2018 年に実施された鳥類標識調査

で標識された合計 82 種 2908 個体の放鳥記録と 2019

～2020 年に実施された鳥類のラインセンサス及びス

ポットセンサスで記録された合計 100 種の出現種の種

構成を比較した．両調査で合計 15 目 43 科 128 種の鳥

類が記録され，林内や草地などで主に活動するムシク

イ科やホオジロ科鳥類は標識調査のみで記録される割

合が高く，水辺で活動するカモ科，チドリ科，シギ科，

サギ科，セキレイ科鳥類はセンサスのみで記録される

割合が高かった．渡り時期や越冬期に重点的な標識調

査を実施して，渡り性鳥類にとっての中継地点や越冬

地としての西表島の重要性を今後さらに解明する必要

があると考えられた．また西表島に留鳥として生息す

るヤマガラ，シジュウカラ，ヒヨドリ，メジロ，キビ

タキは１年を通して幼鳥の捕獲記録があることから，

亜熱帯域に分布するこれらの亜種の詳細な繁殖生態の

解明が望まれる．
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Appendix 1　Bird species recorded in bird banding from 1975 to 2018 and bird census from 2019 to 2020 on Iriomote Island. The 
categories are in accordance with the check-list of Japanese birds 7th revised edition6）.
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Appendix 1　(continued (1) ).
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Appendix 1　(continued (2) ).
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Appendix 1　(continued (3) ).


